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復興・再生に組合員の力を結集しよう
ओ な ه 事 平成27年度資材ご利用組合員謝恩企画『にっぽん演歌

の夢祭り』鑑賞と温泉１泊＂湯ったりバスツアー＂を実施
平 成 2 7 年 度技能検定実技試験実施
技能向上訓練（技能検定学科・実技部門講習会）を開催



　平成28年度の“みやかん”の表ࢴには、「2015仙台市下水道フェアࣇಐ・生ెֆ画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）

仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとしたֆ画コンクールが行われています。
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大型バスで組合を出発

　この謝恩旅行は、昨年度同様、資材委員会が中心となっ
て企画し、今年度の資材事業を積極的にご利用頂いた組
合員をご招待したもので、今年は『にっぽん演歌の夢祭
り』（昼の部）鑑賞後に温泉に１泊するコースと『にっ
ぽん演歌の夢祭り』（夜の部）鑑賞のみの日帰りコース
の２コースに分かれ、総勢133名の参加を頂いた。
　１泊２日のコースには88名の方に参加頂き、２月27日
(土)、仙台駅東口と扇町の組合構内駐車場からそれぞれ
大型バス２台に分乗し、会場となる利府町のセキスイハ
イムスーパーアリーナへ向かった。

　公演は昼12時から14時半まで行われ、五木ひろし・石
川さゆり・八代亜紀等の大御所から北山たけし・福田こ
うへい等の若手まで、人気歌手10名が競演する感動の舞
台となった。参加者の皆様には、ステージに最も近いア
リーナＳＳ席を用意し、豪華な顔ぶれによるヒット曲の
数々をお楽しみ頂いた。
　15時30分、コンサートの余韻が冷め止まぬ中、一路福
島県・奥飯坂穴原温泉に向かって出発。

わくわくしながら会場内へ

平成27年度資材ご利用組合員謝恩企画『にっぽん演歌の
夢祭り』鑑賞と温泉１泊“湯ったりバスツアー”を実施
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渡辺理事長

　宿泊先の『匠のこころ吉川屋』で温泉に入り、19時半から大懇親会
が行われた。
　懇親会は、安達管理係長の司会で進められ、はじめに渡辺理事長か
ら挨拶があった後、資材委員等が紹介され、内海副理事長の乾杯の発
声で開宴となった。テレビ番組「料理の鉄人」にも出演実績のある総
料理長の地産地消にこだわった創作料理に舌鼓を打ちながら、余興の

“霊山太鼓”を楽しんだ。続いて『にっぽん演歌の夢祭り』の第２部
として「宮管演歌カラオケ祭り」が行われ、自慢の喉や趣向を凝らし
た出し物が次々と披露され、昼のステージに負けず劣らず大いに盛り
上がる中、本山資材副委員長の挨拶で中締めとなった。  

「夜が来る」を自慢の喉でトップバッターは「孫」の熱唱盛り上がりました

「あこがれのハワイ航路」をフラダンス隊と共に「心坂」と踊りの舞台

　翌28日（日）は、朝９時半にホテルを出発し、片岡鶴太郎美術庭園を見学した後、車中で昼食のお
弁当を食べながら、帰路についた。１号車では佐竹副理事長より、２号車では小林資材委員長から参
加御礼の挨拶があり、12時過ぎ、仙台駅東口と組合構内にて、それぞれ解散となった。
　当日は、２日間とも天候に恵まれ、参加者の皆様には大変喜んで頂けた旅行となった。

　日帰りコースに参加頂いた 45名の皆様には、事前に鑑賞チケットと駐車券をお届け

して『にっぽんの演歌の夢まつり』（夜の部）を楽しんで頂きました。

　２月９日（火）・10日（水）の両日、仙台市宮城野
区の仙台人材開発センター実習室において、宮城
県職業能力開発協会が主催する配管技能士１級及
び２級の実技試験が実施された。
　この試験には、実施協力団体として委託を受け
ている当組合から、技能検定委員３名と補佐員１
名が試験の実施運営にあたった。
　１級31名、２級30名（技能五輪18名含む）の受
検者は、それぞれの標準時間（１級は３時間30分、
２級・技能五輪は２時間30分）内での完成を目標
に、緊張した面持ちで課題製作に挑戦していた。
　審査採点は10日の午後に行われ、作品は、1.75
メガパスカルの水圧検査、及び寸法や出来映えなど厳正に審査された。
　なお、合格発表は３月11日（金）に行われ、１級９名、２級20名が合格した。
　当日の技能検定委員及び補佐員は下記のとおり。

○技能検定委員
　宮城県管工業協同組合  
　　藤岡　正行 氏（㈱アトマックス 代表取締役）
　　相澤十四男 氏（㈱相澤設備 取締役会長）
　　福田　幸穂 氏（㈱加納工業所 代表取締役）
　宮城県立仙台高等技術専門校               
　　佐藤　猛彦 氏 (設備工事科指導員）            

○補佐員
　宮城県管工業協同組合
　　小島　祥宏 氏（工事部次長）     
　宮城県立仙台高等技術専門校
　　中野　　進 氏（設備工事科指導員）

検定試験前の諸注意

厳正に審査されました
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◆学科部門講習会
　１月９日（土）と10日（日）の両日、仙台市宮城野区の仙台人材開発センター研修室において、平成27
年度技能検定（配管技能士）の学科試験に向けた講習会を開催したところ、１級６名、２級９名が受
講した。
　この講習会は、１月24日（日）実施の試験合格を目指し、１・２級合同で２日間に亘り行われた。受
講生は、講師の分かりやすい説明を受け、理解を深めていた。
　なお、講師及び講習内容は下記のとおり。
                                            
○講師
　宮城県立仙台高等技術専門校設備工事科 元指導員　砂金　文弘 氏
　　
○講習内容
　１月９日（土）　
　　　・建築配管工法
　　　・施工法一般
　　　・材料、法規、安全衛生
　　　・建築構造と製図

　１月10日（日）
　　　・学科に関する模擬テストと解説
　　　・実技に関するペーパー模擬テストと解説

◆実技部門講習会
　１月30日（土）、仙台市宮城野区の宮城県立仙台高等技術専門校設備工事科実習室において、平成27
年度技能検定（配管技能士）の実技試験に向けた講習会を開催したところ、１級３名、２級９名が受
講した。
　はじめに、講師から現寸図の描き方や課題作製にあたっての注意事項等について説明され、その後、
受講生はポイント毎に講師のアドバイスを受けたり、疑問点を質問しながら、本番同様の練習課題に
挑戦した。
　なお、講師は下記のとおり。
                                      
〇講師
　中島設備工業㈱  代表取締役 中嶋　剛毅 氏
　（技能オリンピック世界大会出場者）
　㈲岩渕設備工業  専務取締役 岩渕　久幸 氏
　（技能オリンピック全国大会出場者）

２日間とも集中して受講していました

疑問点は個別に指導されました

武田氏

　１月12日（火）、東京都千代田区の厚生労働省において、平成27年度安
全優良職長厚生労働大臣顕彰式典が行われ、組合員㈱エコー設備工業の
武田朝生氏が安全優良職長として厚生労働大臣顕彰を受けた。
　この顕彰は、平成10年度から実施されており、優れた技能と経験を有
し、担当する現場や部署において作業の安全確保に優秀な成績を上げた
職長に対して行われている。18回目となった今年度は、全国から130名
が顕彰された。
　誠におめでとうございます。

技能向上訓練（技能検定学科・実技部門講習会）を開催 平成27年度安全優良職長厚生労働大臣顕彰を受賞
～㈱エコー設備工業　武田朝生氏～
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青年部コーナー

青年部ファミリーレクリェーションを開催して

ファミリーレクリェーション実行委員　羽根川　竜（㈱羽根川設備工事）

　１月16日（土）、ホテルオニコウベスキー場において、総勢33名参加のもと、平成27年度ファミリー
レクリェーションを開催しました。
　今年は暖冬の影響もあって、開催１週間前まではスキー場のコースもクローズ状態で当日滑走でき
るかどうか非常に心配でしたが、開催数日前にようやく降雪があり、何とか全コース滑走可能の状態
で事業を開催することが出来ました。前回まで、毎年１月の第４土曜日に開催していたのですが、今
年はホテルオニコウベ側からの要望もあり第３土曜日に変更しての開催となりました。参加人数が少
なくなるのではないかと不安でしたが、33名という大勢の方々に参加申し込みを頂いて大変安堵いた
しました。
　さて当日の模様ですが、スキー場に到着すると、皆それぞれ凛々しいスキーウェアに身を包み、子
供の手を引いてゲレンデへと繰り出していきました。
　小さいお子さんがいる家庭はそり遊びをしたり、小学校高学年の子はリフトに乗ってゲレンデの中
腹から滑走したり、高学年以上、中学生の子供たちはゲレンデの最高位までリフトで上りそこからス
キーやスノーボードで滑走していたりして、冬のスキー場を堪能していました。
　ホテル内地下１階に設けられた休憩室では、束の間の休憩をジュースやお酒を飲みながら談笑し、
スキーやスノーボードで疲れた体を癒していました。
　今回初めてこの事業に委員長という形で携わり、また参加させて頂いて非常に素晴らしい事業だな
と感じました。何より子供たちの笑顔が溢れていること、またその笑顔を（いつもは宴会等でうつろ
な目しか見たことがないのに）やさしい目で見つめる青年部会員（笑）、何とも家族の絆の素晴らしさ
を再認識させて頂きました。
　また事故も怪我もなく無事に事業を終えられたこと皆様に感謝いたします。
　来年度は2017年１月28日に仮予約済です。今から青年部会員皆様には参加を予定して頂いて、来年
のファミリーレクリェーションでもたくさんの子供たちの笑顔が溢れるように期待いたします。

ボランティア事業実行委員長　宇野　祐介（仙台ガス水道工業㈱）

　２月20日（土）、「ボランティア事業」を青年部会員21名参加のもと、仙台市内の２箇所の公立保育
所にて実施しました。
　この事業は、郷古会長（㈲藤英工業）の「地元地域に対し、我々にしか出来ない貢献を行いたい」
という思いから企画され、今回で２回目となりました。
　当日は、郷古会長の挨拶後、２班に分かれ、南小泉保育所、萩野町保育所にそれぞれ向かいました。
各班は、トイレ・水道等の点検やパッキン交換、メーター回りやマンホールの清掃等、既存業者の工
事内容と重複する事なく、清掃・点検や設備のアドバイスを行いました。
　各保育所の所長さんからは、「専門的な業者さんにボランティアとして見てもらえるなんて、あり
がとう」と感謝され、参加した会員からは「持っている知識と技術を生かして、感謝されるのは良い
もんだね」という感想を頂きました。
　最後に、仙台市子供未来局保育課の皆様、各保育所の所長様、並びに今回参加して頂いた会員の皆
様の多大なるご協力のもと、無事終わらせることができました事に改めて御礼申し上げます。そして、
忙しい最中、打ち合わせや現地調査、相談に乗って下さった役員の皆様と実行委員の皆様へ感謝申し
上げます。
　本当に、ありがとうございました。

ボランティア事業を実施して

水道の点検（南小泉保育所） ハイタンク水量調整（萩野町保育所）
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お知らせ①

平成28年2月から適用する公共工事設計労務単価について

　標記について、国土交通省よりホームページ上に公表され、上部団体を通じて情報提供がありまし
たのでお知らせします。
　なお、本単価については、昨年に引き続き前倒しで２月から適用となります。
　また、全国平均で4.9％増、被災三県平均で7.8％増、宮城県全職種平均で7.7％増と、平成27年２月
に引き続き大幅に引き上げられる結果となりました。

国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課

　農林水産省及び国土交通省が、平成27年10月に実施した公共事業労務費調査に基づき、平成28年２
月からの公共工事の工事費の積算に用いるための公共工事設計労務単価を決定したのでお知らせしま
す。なお、平成28年３月31日までに新たな公共工事設計労務単価の決定を行わない限り、平成28年４
月１日以降もこの単価を引き続き適用します。

１．平成28年２月から適用する公共工事設計労務単価について
　　決定した都道府県別・職種別の公共工事設計労務単価一覧を「平成28年２月から適用する公共工

事設計労務単価」に示す。なお、単価の決定にあたり、社会保険に未加入の者が適正に加入できる
よう、引き続き、法定福利費（本人負担分）相当額を適切に反映している。

　　また、入札不調の発生状況等に応じて公共工事設計労務単価を機動的に見直すことのできるよう
に措置している。

  　公共工事設計労務単価は、国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課及び各地方整備局技術管
理担当課等で閲覧できる。

２．公共工事設計労務単価について
（１）公共工事設計労務単価の構成
　　公共工事設計労務単価は、次の①～④で構成される（図−１）
　　①基本給相当額
　　②基準内手当（当該職種の通常の作業条件及び作業内容の労働に対する手当）
　　③臨時の給与（賞与等）
　　④実物給与（食事の支給等）

（２）公共工事設計労務単価に含まれない賃金、手当、経費
　　①時間外、休日及び深夜の労働についての割増賃金
　　②各職種の通常の作業条件又は作業内容を超えた労働に対する手当
　　③現場管理費（法定福利費の事業主負担額、研修訓練等に要する費用等）及び一般管理費等の諸

経費

　　　例えば、交通誘導員Ａ、Ｂの単価については、警備会社に必要な諸経費（現場管理費及び一般
管理費等）は含まれていない。

（３）留意事項
　　　公共工事設計労務単価は公共工事の工事費の積算に用いるためのものであり、以下の点につい

て十分留意すること。
　　・ 本単価に含まれる賃金の範囲は（１）のとおりであり、（２）に示すものは含まれないこと。（法

定福利費の事業主負担額、研修訓練等に要する費用等は、積算上、現場管理費等に含まれている）
　　　なお、労働者の雇用に伴う必要経費を含めた金額を参考に示す。
　　・ 公共工事設計労務単価、これに上記の必要経費を含めた金額は、いずれも下請契約における労

務単価や雇用契約における労働者への支払い賃金を拘束するものではないこと。

３．公共事業労務費調査の概要について
（１）調査目的
　　　　公共工事の発注に際し必要となる予定価格の決定にあたっては、「予算決算及び会計令」に

おいて、取引の実例価格、需給の状況等を考慮して適正に定めることとされている。
　　　　これに基づき、農林水産省及び国土交通省では、公共工事の予定価格の積算に必要な公共工

事設計労務単価を決定するため、所管する公共事業等に従事した建設労働者等に対する賃金の
支払い実態を、昭和45年より毎年定期的に調査している。

（２）調査方法
　　①調査対象工事
      　　農林水産省及び国土交通省所管の直轄・補助事業等のうち、平成27年10月に施工中の１件あ

たり、1,000万円以上の工事を選定母集団として、無作為に抽出。未着工、完了等の無効となっ
た工事を除く有効工事件数は、11,440件。地方別の有効工事件数を表−１に示す。

　　②調査の実施方法
　　　　調査対象者は、調査対象工事に従事する51職種の建設労働者等（各職種の定義・作業内容を

「調査対象職種の定義・作業内容」に示す）。労働基準法により使用者に調製・保存が義務付け
られている賃金台帳から、請負業者（元請会社及び協力会社）が転記する等して調査票を作成。
会場調査において、調査票記載内容を照合・確認することにより、賃金の支払い実態を把握。

　　③有効標本数
　　　　賃金台帳の不備等による不良標本を除いた有効標本数は、全職種で109,843人。地方別の有

効標本数を表−１に示す。
　　④公共工事設計労務単価の決定
　　　　有効標本について、所定労働時間内８時間当たりに換

算し、都道府県別・職種別に集計。集計結果を基に、公
共工事設計労務単価を決定。

　　　　なお、屋根ふき工及び建築ブロック工については、十
分な有効標本数が確保できず、公共工事設計労務単価と
して設定するに至らなかった。

　　⑤その他
　　　　平成27年10月調査の対象となった工事の件名及び請負

会社名（元請）については、各地方連絡協議会事務局（国
土交通省各地方整備局、北海道開発局又は沖縄総合事務
局の技術管理課等）において、割増対象賃金比について
は国土交通省ホームページにおいても閲覧できる。

地方連絡
協議会名

有効工事件数
（件）

有効標本数
（人）

北海道 973 9,794

東　北 1,558 18,576

関　東 1,731 20,372

北　陸 938 8,400

中　部 1,276 10,341

近　畿 1,369 11,410

中　国 1,158 9,370

四　国 781 5,899

九　州 1,356 12,464

沖　縄 300 3,217

全国計 11,440 109,843

表−１　有効工事件数及び有効標本数

公共工事設計労務単価 基本給相当額 基準内手当 臨時の給与 実物給与＝ ＋ ＋ ＋

図−１　公共工事設計労務単価の構成
① ② ③ ④

所定労働日数１日当たり所定労働時間内８時間当たり
��������������������������������
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平成28年2月から運用する公共工事設計労務単価

会名

（　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ）（　　 ）
（　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ）（　　 ）

（　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ） （　　 ）（　　 ）

お知らせ②

技能労働者への適切な賃金水準の確保について

　標記について、国土交通省土地・建設産業局長より、上部団体を通じて、次のとおり周知依頼があ
りましたのでお知らせします。
　なお、別添１、別添２は省略しております。

国土交通省土地・建設産業局長　

　本日、平成28年２月から適用する公共工事設計労務単価（以下「新労務単価」という。）が決定・
公表され、本年度当初の労務単価と比べ、全国平均で4.9％、被災三県（岩手県・宮城県・福島県）
の平均では7.8％の上昇となったところです。これにより、平成24年度の労務単価と新労務単価を比
べると、全国平均で34.7％、被災三県の平均では50.3％の上昇となります。
　ご承知のとおり、平成26年６月４日、公共工事の品質確保の促進に関する法律（平成17年法律第18号。
以下「公共工事品質確保法」という。）、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成
12年法律第127号）、建設業法（昭和24年法律第100号）等の改正が行われ、公共工事品質確保法において、
将来にわたる公共工事の品質確保とその中長期的な担い手の育成・確保が基本理念として追加された
ところです。
　国土交通省としても、技能労働者の育成・確保には適切な水準の賃金の支払いが極めて重要である
ことに鑑み、これまでの三度にわたる公共工事設計労務単価の引き上げ（平成25年４月、平成26年２
月及び平成27年２月）の際には、その都度、「技能労働者への適切な賃金水準の確保について」（平成
25年３月29日付け国土入企第36号、平成26年１月30日付け国土入企第28号及び平成27年１月30日付け
国土入企第26号）を発出するとともに、国土交通大臣又は副大臣が建設業団体四団体に対し、技能労
働者に係る適切な賃金水準の確保、社会保険加入の徹底等を直接要請してきたところです。
　また、多くの建設業団体においても、技能労働者に対する適切な水準の賃金の支払い、社会保険へ
の加入の徹底等について決議が行われる等、現場の技能労働者の処遇が改善されるよう、業界を挙げ
て取り組んでこられていると承知しております。
　引き続き貴団体におかれては、本日付の新労務単価の上昇が確実に技能労働者の賃金引き上げにつ
ながり、処遇改善等を通じて若年層の建設業への入職が促進されるよう、貴団体傘下の建設業者に対
して、これまで要請してきた事項及び法改正の趣旨を踏まえ、下記の措置を講じるなど適切に対応す
るよう改めて周知徹底をお願い致します。
　また、別添１のように、各都道府県及び各政令指定都市あてに通知しておりますので、併せてお知
らせいたします。

記

１．技能労働者への適切な水準の賃金の支払い
　公共工事品質確保法においては、公共工事の受注者は、基本理念にのっとり、契約された公共工事
を適正に実施し、下請契約を締結するときは、適正な額の請負代金での下請契約の締結に努めること

（第８条第１項）、技術者、技能労働者等の育成及び確保並びにこれらの者に係る賃金その他の労働条
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件、安全衛生その他の労働環境の改善に努めること（第８条第２項）等が受注者の責務として位置づ
けられている。
　公共工事設計労務単価の上昇は、直接的には発注者が積算する予定価格の上昇につながるが、これ
を技能労働者の処遇改善につなげるためには、建設業界全体が一定の共通認識を持った上で、取組を
進める必要がある。このため、元請業者においては適切な価格での下請契約の締結を徹底するととも
に、下請業者に対し、技能労働者への適切な水準の賃金の支払いを要請する等の特段の配慮をするこ
と。また、専門工事業者においては、雇用する技能労働者の賃金水準の引き上げを図ること。

２．インフレスライド条項の適用等について
　国土交通省の直轄工事では、本日付の新労務単価の上昇を受け、別添２のとおり、
　①一定の既契約工事について、「賃金等の変動に対する工事請負契約書第25条第６項の運用につい

て」（平成26年１月30日付け国地契第57号、国官技第253号、国営管第393号、国営計第107号、国
港総第471号、国港技第97号、国空予管第491号、国空安保第711号、国空交企第523号、国北予第
36号）１．（１）及び２．から８．まで（４．（３）を除く。）の規定を準用する

　②平成28年２月１日以降に契約を締結する工事のうち、本年度当初の労務単価を適用して予定価格
を積算しているものについて、新労務単価に基づく請負代金額に変更する

　こと等とし、地方公共団体に対しては、別添１の２．のとおり適切な運用を要請したところである。
そのため、これらの取扱いにより請負代金額が変更された場合は、１．の趣旨にのっとり、元請業者
と下請業者の間で既に締結している請負契約の金額の見直しや、技能労働者への賃金水準の引き上げ
等について適切に対応すること。

３．法定福利費の適切な支払いと社会保険等への加入徹底に関する指導について
　新労務単価においても、引き続き、技能労働者が社会保険等に加入するために必要な法定福利費相
当額（本人負担分）が勘案されているほか、既に平成24年４月に行われた現場管理費率式の見直しに
より、事業主が負担すべき法定福利費相当額についても、適切に予定価格に反映されるように措置さ
れている。
　これを踏まえ、元請業者においては、受注時における適正な法定福利費の確保に努めるとともに、
下請業者が自ら負担しなければならない法定福利費を適正に見積り、元請業者に提出できるよう、下
請業者に対し、見積条件に明示すること等により法定福利費を内訳明示した見積書の提出を働きかけ
るとともに、提出された見積書を尊重して法定福利費相当額（事業主負担分及び本人負担分）を適正
に含んだ額により下請契約を締結すること。また、下請業者においては、注文者（元請業者又は直近
上位の下請業者）に対して標準見積書の活用等により法定福利費を内訳明示した見積書を提出すると
ともに、再下請業者に対しても法定福利費を内訳明示した見積書の提出を促し、それを尊重すること。
加えて、自ら雇用する技能労働者に対し、法定福利費相当額（本人負担分）を適切に含んだ額の賃金
を支払い、その使用する労働者を法令が求める社会保険等に加入させること。
　なお、「公共工事の入札及び契約の適正化を図るための措置に関する指針」（平成13年３月９日閣議
決定。平成26年９月30日最終変更。）においては、「法令に違反して社会保険に加入していない建設業
者について、公共工事の元請業者から排除するため、定期の競争参加資格審査等で必要な対策を講ず
るものとする」ほか、「元請業者に対し社会保険未加入業者との契約締結を禁止することや、社会保
険未加入業者を確認した際に建設業許可行政庁又は社会保険担当部局へ通報すること等の措置を講ず
ることにより、下請業者も含めてその排除を図るものとする」こととされており、他の公共工事発注
機関にもこれらの措置を講ずるよう要請しているので、ご留意願いたい。

４．若年入職者の積極的な確保
　若年労働者の処遇改善により若年入職者を確保した企業が円滑な技能承継を通じて成長していくこ
とができるという健全な循環を形成することができるよう、新労務単価の上昇を若年労働者の賃金引
き上げと社会保険等への加入につなげ、処遇改善を一層進めることによって、若年入職者の確保を更
に積極的に推進すること。

５．ダンピング受注の排除
　近年のダンピング受注による下請業者へのしわ寄せが、技能労働者の賃金水準の低下等の処遇悪化
を招き、これが若年労働者の確保に大きな支障となっている事態を改善するためには、発注者から元
請業者、下請業者を通じて技能労働者に至るまで持続可能性を確保できる資金が適切に支払われるこ
とが重要である。
　このため、適正な額による契約締結を徹底し、ダンピング受注を排除するとともに、建設業法第19
条の３に規定されているとおり、自己の取引上の地位を不当に利用して、工事の施工に通常必要と認
められる原価に満たない金額での契約を締結してはならないことについて、改めて徹底すること。

６．消費税の適切な支払い
　平成26年４月１日の消費税率の引き上げに関連して、消費税の円滑かつ適正な転嫁の確保のための
消費税の転嫁を阻害する行為の是正等に関する特別措置法（平成25年法律第41号。以下「消費税転嫁
対策特別措置法」という。）が施行されたところである。引き続き、消費税転嫁対策特別措置法及び
建設業法を遵守し、適正な建設工事の請負契約の締結及び支払いを行うこと。
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お知らせ⑤

区　　　　分 申込み先 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

技
　
　
能
　
　
講
　
　
習
（
作
業
主
任
者
）

木材加工用機械 林災防 大　衡

プレス機械 労基協 山　形 大河原・福島県 岩手 白　河 福島県 秋　田 古川・山形

乾燥設備 労基協 山　形 福島県 八戸・福島県 秋田・山形 福島県 岩　手

地山の掘削及び土止め支保工 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

採石のための掘削 砕石協 仙　台

はい作業（労働協共催含む） 陸災防 仙　台 仙台・大崎 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

船内荷役 港災東北 仙　台

型枠支保工の組立等 建災防 仙　台 仙　台

足場の組立て等
労基協 仙台・瀬峰 古　川 仙台・石巻 気仙沼 仙　台

建災防 仙　台 仙　台 仙　台

建築物等の鉄骨の組立て等 建災防 仙　台 仙　台

木造建築物等の組立て等 建災防 仙　台 仙　台

コンクリート造の工作物の解体等 建災防 仙　台

特定化学物質・四アルキル鉛等 労基協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

石綿作業 労基協 仙　台 仙　台

普通第一種圧力容器取扱 ＮＢ協 仙　台

鉛 労基協 福島県 八　戸

酸素欠乏・硫化水素危険作業 労基協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

有機溶剤 労基協 仙　台 大河原 仙　台 仙台・大河原 仙　台 仙　台 仙台・大河原 古　川

技
　
　
能
　
　
講
　
　
習
（
就
業
制
限
業
務
）

床上操作式クレーン運転

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 古　川 古　川

小型移動式クレーン運転

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

BC協（労基協）

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 仙　台 石　巻 石巻・瀬峰
古川・大河原

石巻
塩　釜

陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ガス溶接 労基協 仙　台 古　川
仙台・石巻

瀬峰
気仙沼

仙台・古川
大河原

フォークリフト運転
陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

陸災防（労基協）石巻・大崎 瀬峰・柴田 石巻・大崎 柴　田 石巻・大崎 瀬峰・柴田 石巻・大崎

ショベルローダー等運転 陸災防 石　巻

車両系建設機械（整地・運搬・積込用及び掘削用）運転 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

車両系建設機械（解体用）運転・５時間コース 建災防 仙　台 仙　台

不整地運搬車運転 建災防 仙　台 仙　台

高所作業車運転 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

平成28年度　各種・技能講習・安全衛生教育等実施計画
宮城労働災害防止関係団体

玉掛け

労基協 石巻・古川 石　巻 石巻・大河原 仙台・古川 瀬峰・大河原 石　巻
石巻・古川

大河原
仙　台 大河原 仙台・大河原

建災防 仙　台 仙　台

陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 気仙沼 瀬　峰 瀬　峰 　

ボイラー取扱い
ＢＣ協 仙　台

ＮＢ協 仙　台 仙　台 仙　台

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
育

研削といしの取替え等 労基協 古川・大河原 仙　台 石巻・大河原 古　川

アーク溶接等 労基協 仙台・石巻 瀬峰・大河原 古　川 仙台・気仙沼 仙　台

電気取扱い業務（高圧） 労基協 仙　台

電気取扱い業務（低圧） 労基協 石　巻 仙　台

小型車両系建設機械（整地・運搬・掘削等）運転業務 建災防 仙　台

伐木等の業務 林災防 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡

小型ボイラー取扱い ＮＢ協

クレーン取扱い（５t未満）

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 大河原 古　川 石　巻 大河原

労基協 気仙沼

酸素欠乏・硫化水素危険作業 労基協 仙　台 石　巻 仙　台

石綿取扱い作業従事者 建災防 仙　台

粉じん作業 労基協 仙　台 古　川 石　巻

廃棄物の焼却施設に関する業務（ダイオキシン類対策） 労基協 仙　台

産業用ロボットの教示等 労基協 古　川 大河原

タイヤの空気充填 タイヤ 仙　台

動力プレスの金型等の取り付け、取り外し 労基協 古　川

除染等業務従事者 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

足場の組立等作業従事者（３時間） 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

足場の組立等作業従事者（６時間） 建災防 仙　台 仙　台

足場の組立等作業従事者（３時間） 労基協 瀬　峰 石　巻 　

作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

危
険
有
害
業
務
従
事
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育

ボイラー取扱い業務従事者 ＮＢ協 仙　台

移動式クレーン運転士 ＮＣ協 仙　台 仙　台

フォークリフト運転業務従事者 陸災防 仙　台

チェンソー業務従事者 林災防 大　衡

玉掛業務従事者 ＮＣ協 仙　台

特別教育に
準じた教育

刈払機作業安全衛生教育 林災防 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡
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区　　　　分 申込み先 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

管
理
監
督
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
に
対
す
る
教
育

安全衛生推進者養成 労基協 仙　台 古　川 仙　台 石巻・大河原 仙　台 瀬　峰 仙　台
仙台・気仙沼

大河原

衛生推進者養成 労基協 仙　台 仙　台

安全管理者選任時教育

中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙　台 仙台・石巻 瀬　峰 仙　台 古　川

衛生工学衛生管理者講習 中災防 仙　台

能
　
力
　
向
　
上

安全衛生推進者教育（初任時） 陸災防 仙　台

ボイラー取扱作業主任者 ＮＢ協 仙　台

普通第一種圧力容器取扱作業主任者 ＮＢ協 仙　台

職長教育及び職長・安全衛生責任者教育

中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙台・瀬峰
仙台・石巻

古川
仙台・大河原 仙台・石巻 仙台・古川 仙台・大河原 仙　台

仙台・気仙沼
瀬峰・古川

仙台・石巻
大河原

仙　台 仙台・古川 仙台・大河原

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

足場点検実務者研修 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

作
業
指
揮
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育

積卸し作業指揮者 陸災防 仙　台

車両系荷役運搬機械等作業指揮者 陸災防 仙　台

経営首脳者、現場
管理者に対する安
全衛生教育

総括安全衛生管理者セミナー 中災防 仙　台

現場管理者統括管理講習 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

技
術
者
等
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

定期自主検査者

局排・除じん装置等（養成講習） 労基協 いわき 秋　田 福島県 仙　台

天井クレーン（安全教育） ＮＣ協 仙　台 仙　台

天井クレーン（安全教育） ＢＣ協 仙　台

移動式クレーン（安全教育） ＮＣ協 仙　台 仙　台

フォークリフト

検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

検査業所属、事業内所属（能力向上） 建荷協 仙　台

車両系建設機
械（運搬・積込・
解体用等）

検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

検査業所属、事業内所属（能力向上） 建荷協 仙　台

高所作業車 検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

ゼ
　
ロ
　
災
　
運
　
動

危険予知活動トレーナー研修会（日帰り３日コース） 中災防 仙　台

東北エリア危険予知活動トレーナー研修（２泊３日コース） 中災防 岩　沼

危険予知活動リーダー研修会（日帰り２日コース） 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

危険予知訓練１日研修 中災防 仙　台 仙　台 仙　台

そ
　
の
　
他
　
の
　
安
　
全
　
衛
　
生
　
教
　
育

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

マネジメント・システムリーダー研修会 中災防 仙　台

安全衛生スタッフ向けリスクアセスメント実務研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

リスクアセスメント担当者研修 労基協 大河原 古　川 仙　台 石　巻

職場リーダー向けリスクアセスメント研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

リスクアセスメント研修会 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台

OSHMS内部監査者養成研修会 中災防 仙　台

基本から学ぶ機械災害防止対策研修 中災防 仙　台 仙　台

ダイオキシン類業務に係る作業指導者養成研修会 中災防 仙　台

熱中症予防セミナー 建災防・中災防 仙　台

これからはじめる化学物質管理研修 中災防 仙　台

化学物質管理者養成研修 中災防 仙　台

健康障害防止のための化学物質リスクアセスメント研修 中災防 仙　台

雇入れ時安全衛生教育 労基協
仙台・気仙沼
古川・大河原

交通労働災害防止担当管理者教育 陸災防 仙　台 仙　台

荷役災害防止担当者安全教育 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台

危険予知訓練教育 労基協 古　川 古川・大河原

事業場内メンタルヘルス推進担当者養成研修 中災防 仙　台 仙　台

管理監督者・職場リーダーのためのラインケアセミナー 中災防 仙　台

THP指導者のための実務向上研修 中災防 仙　台

職場のストレスチェック活用セミナー 中災防 仙　台 仙　台

看護師・精神保健福祉士のためのストレスチェック実施者養成研修 中災防 仙　台

除染等業務作業指揮者教育 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

斜面点検者に対する安全教育 建災防 仙　台 仙　台

ボイラー実技講習 ＮＢ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

移動式クレーン運転実技講習 ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

受
験
準
備
講
習

衛生管理者受験準備講習 労基協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

第２種衛生管理者受験準備講習 中災防 仙　台 仙　台

一級ボイラー技士受験準備講習 ＮＢ協 仙　台

二級ボイラー技士受験準備講習 ＮＢ協 仙　台 仙　台

移動式クレーン運転士受験準備講習 ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

〈申込先〉１　 各種講習会、研修会等の問合せ及び申込みは、〈20頁〉に記載してあるそれ
ぞれの団体に直接行って下さい。なお、本表に掲げている「実施計画」は、
主催者の都合により一部変更となることがありますのでご注意下さい。

２　 「仙台」「石巻」などの表示は、開催地を表し、「労基協」は、（公社）宮城労働基準協会
を表します。

　　「福島」「岩手」等の表示は、それぞれの労働基準協会の開催となります。
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　　　『これからのライフスタイル』
渡辺建設工業㈱　代表取締役会長

宮城県管工業協同組合 
理　事　渡　辺　好　啓

社長交代でリセット
　皆さんは毎日をどのように過ごされていますか？私は今でこそ自分の時間を持てるようになりまし
たが、思い起こすと、昭和50年当社に入社以来、市民のライフラインを支える役割を担い、仙台市内
外の緊急工事はもちろん、昭和53年の宮城県沖地震、平成７年の阪神・淡路大震災、そして…。
　平成23年３月11日の東日本大震災では自社が津波で倒壊するなど過酷で厳しい状況となりました
が、仙台市水道ご当局、宮城県管工業協同組合、そして仙台市配水管工事業協会の方々と一緒に現場
に駆けつけ、昼夜を問わず復旧作業にあたりました。私と同じように過ごされた方も多いことと思い
ます。
　昨年10月に社長を長男に交代致しました。だからといって格別の変化が自分に起きたわけではあり
ませんが、私は、自分にも周囲にも新鮮さを感じました。社長交代を機に、冷静に自分と向き合いリ
セットすることを心がけると、見える景色も違ってきた気が致します。筆無精ながらそのところを皆
様にお伝えしたいと思い書き始めた次第です。

『面白いと感じる』と何事もうまくいく！
　ＮＨＫ連続テレビ小説『あさが来た』は、自分自身の人生と重ね合わせて見ることが面白く、毎朝
楽しみにしています。妹の「あさ」はホップ、ステップ、ジャンプの人生。姉の「はつ」は遠回りし
ながら歩んでいく。私もそうですが、多くの人は「はつ」と同じように人生を歩み、生きていると思
います。
　私自身も会社に力を付けるため、下請け時代から一歩一歩、少しずつ努力を重ね、時には赤字覚悟
の仕事を請負い、不条理な注文にも頭を下げ、歯を食いしばって顧客の信頼を得て参りました。が、「つ
らい」と思ったことは一度もありません。厳しい状況に置かれていても『面白くなるまで努力し続け
よう』この一念で頑張り続けてきたと思います。

これから…『仕事・健康・家族』
　時間に余裕ができ、それはまさに理想の人生。これからは、ゆっくり時間の流れを味わいたいので
すが…私にとっては、これがなかなか難しいのです！
　仕事一辺倒で生きてきたいわゆる仕事人間の私は、短時間でも仕事に従事しているほうが人生に張
りがあります。ですから、仕事を完全にやめてしまうのではなく、今は、少しずつ仕事を減らし、趣
味の時間を増やしたいと思っております。
　同業者の先輩社長から聞いた「趣味でも勉強でも10年やり続ければひとつのことをマスターできる」
という言葉を信じ、以前より、仲間に誘われつつ「海釣り・ゴルフ・ウォーキング・里山歩き・和太
鼓・ジャズバンドetc.」を体験してきました。
　好きなことに一生懸命になるというのはいくつになってもいいことです。そして、健康で家族や仲
間とのコミュニケーションをより一層充実させていけたらと思います。そして自分自身を大事にし、

「自分の時間」を持って生きる。そういうシンプルなライフスタイルを目指して、今日も誰かと一緒

Note役員ノート免許試験受験申請書は、次の団体でも取り扱っています
（受験準備講習、実技講習、実技教習等及び参考書については下記にお問合せ下さい）

（公社）宮城労働基準協会
　〒980-0811　仙台市青葉区一番町２−５−22　ＧＣ青葉通プラザ４階 ℡　022-265-4091

中央労働災害防止協会東北安全衛生サービスセンター                            
　〒980-0011　仙台市青葉区上杉１−３−34 ℡　022-261-2821

全国官報販売協同組合仙台事業部
　〒980-0014　仙台市青葉区本町３−５−22　宮城県管工事会館１階 ℡　022-261-8320

（一社）日本ボイラ協会宮城支部（※ボイラー関係のみ）
　〒980-0011　仙台市青葉区上杉３−３−48　同心ビル213号 ℡　022-224-2245

（公社）ボイラ・クレーン安全協会宮城事務所（※ボイラー・クレーン関係のみ）
　〒983-0013　仙台市宮城野区中野４−７−19 ℡　022-786-3500

（一社）日本クレーン協会東北支部（※クレーン関係のみ）
　〒980-0014　仙台市青葉区本町２−６−30　吉田本町ビル202号 ℡　022-263-3307

◎「出張特別試験」実施のお知らせ
　１．山形、岩手、青森、秋田、庄内、福島の各会場において「出張特別試験」を実施します。
　２．「出張特別試験案内」は各会場ごとに作成していますので、希望受験会場所在地の労働基準協

会等、又は当センターでお求め下さい。
　　　出張特別試験の案内は、当センターのホームページでもご覧になれます。
　３．受験申請書の提出先、受付期間等については、センターで試験を実施する場合と異なりますの

で、ご注意下さい。
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組 合 の う ご き
に汗をかきながら充実した一日を送っていけたらと思います！

最後に…
　公正・公平を原則に「どうすれば社員と共により活性化できるか」、少数意見も尊重し、総意を確
認しながら議論し、社業に全力で取り組んで参りました。100点満点で自己採点すれば『92点』かと
思います。
　残りの『８点』は、これからの『発展（８点）』に期待して残したいと思います。今後とも、御指
導のほどよろしくお願い申し上げます。

１月４日（月）・仙台市・仙台商工会議所「新年のつどい」に渡辺理事長外出席
１月７日（木）・１月度定例役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④平成28年新年祝賀会出席状況等報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①セーフティネット基金について（Ｑ＆Ａ）
　　　　　　　②コンピュータシステムの入替えについて
　　　　　　・平成28年新年祝賀会開催、来賓及び組合員等177名出席
１月８日（金）・平成27年度水道凍結防止キャンペーンが開催され、松岡上下水道委員長、鈴木（恵）

同委員、鈴木（幸）同委員、佐藤同委員外が運営に当たる
　　　　　　・（一社）宮城県設備設計事務所協会平成28年新年賀詞交歓会に渡辺理事長出席
１月９日（土）・平成27年度技能向上訓練（技能検定学科部門講習会）を開催し、１級６名、２級９名
　～10日（日）　受講
１月13日（水）・宮城県中小企業団体中央会平成28年「新春講演会・新春の集い」に渡辺理事長、藤井

専務理事出席
　　　　　　・建設業労働災害防止協会宮城県支部平成28年建設業新年安全祈願祭に千葉常務理事出

席
１月18日（月）・全管連第325回理事会・新年賀詞交歓会に渡辺理事長出席
　　　　　　・仙台設備クラブ新春懇談会に藤井専務理事出席
１月19日（火）・全国建産連理事会及び協議員会に渡辺理事長出席
１月21日（木）・（一社）東北空調衛生工事業協会平成28年新年賀詞交歓会に渡辺理事長出席
１月22日（金）・（一社）宮城県建築士事務所協会平成28年新春講演会並びに新年賀詞交歓会に藤井専務

理事出席
１月26日（火）・仙台市配水管工事業協会平成28年新春懇談会に渡辺理事長外出席
１月28日（木）・平成27年度第３・四半期監査会開催
　　　　　　　①現金（小口）残高確認
　　　　　　　②第３・四半期監査
　　　　　　・平成27年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施（於：啓徳技能訓練所）され、

相澤十四男氏（㈱相澤設備）が技能検定委員として運営にあたる

主要品目  ・埋設標識シート ・水道用ゴム輪 ・フランジパッキン・ポリエチレンスリーブ ・ロケーティングワイヤー・その他 埋設用品
ヨツギ株式会社は
環境マネジメントシステムの
国際規格であるISO14001の
認証を取得しています。
●ISO14001認証取得
　認証取得日：2004年8月12日
　認証No．  ：E897

仙台営業所
〒983-0044　仙台市宮城野区宮千代 3丁目 9−2

TEL 022（235）0288　FAX 022（235）0291

㍿ 髙橋セメント工業所
日本工業規格認証取得工場

下水道マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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１月29日（金）・（一社）宮城県空調衛生工事業協会平成28年新年賀詞交歓会に渡辺理事長出席
　　　　　　・仙台電気工事事業協同組合平成28年新春祝賀懇親会に内海副理事長出席
１月30日（土）・平成27年度技能向上訓練（技能検定実技部門講習会）を開催し、１級３名、２級９名

受講

２月１日（月）・元国土交通省技監「足立としゆき」講演会に渡辺理事長外出席
２月２日（火）・ＪＡＭ宮城労使会議に藤井専務理事出席
２月３日（水）・平成27年度仙台市技能職団体連絡協議会セミナー並びに新年交流会に小島工事部次長

出席
２月４日（木）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田常務理事、松岡理事出席
　　　　　　・仙台商工会議所平成27年度優良従業員表彰式が開催され、鹿又政人工事課長と関東博

之営業課長が同表彰を受賞
２月９日（火）・春季労使交渉対策研修会に藤井専務理事出席
２月９日（火）・平成27年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施され、技能検定委員として藤岡　　
　～10日（水）　正行氏（㈱アトマックス）、相澤十四男氏（㈱相澤設備）、福田幸穂氏（㈱加納工業所）　　　　　　　　
　　　　　　　外が運営にあたる
２月10日（水）・平成27年度第３回みやぎ復興住宅整備推進会議に吉田常務理事出席
２月12日（金）・全管連第49回事務局研修会に千葉総務課長出席
２月15日（月）・２月度定例役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第３・四半期決算報告
　　　　　　　④第３・四半期監査報告
　　　　　　　⑤平成27年度水道凍結防止キャンペーン実施報告
　　　　　　　⑥技能向上訓練（実技・学科講習会）及び技能検定実技試験決算報告
　　　　　　　⑦平成28年新年祝賀会決算等報告
　　　　　　　⑧嘱託員の人事について
　　　　　　　⑨「仙台市水道修繕受付センター業務委託」現地調査従事者の変更について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①全管連表彰該当候補者の推薦について
　　　　　　　②セーフティネット基金について
　　　　　　　③次期役員体制について

　　　　　　　※その他
　　　　　　　①春季労使交渉について
　　　　　　　②全管連第56回通常総会・全国大会への参加について
　　　　　　　③平成28年度通常総会に向けた主な会議等日程について
２月16日（火）・復旧・復興事業ゼロ災年度末安全総決起大会に藤井専務理事外出席
２月18日（木）・全管連海外視察研修に渡辺理事長出席
　～22日（月）
２月19日（金）・平成27年度随時実施技能検定（建築配管）実技試験が実施され、藤岡正行氏（㈱アト

マックス）が技能検定委員として運営にあたる
２月22日（月）・平成27年度建設専門業の経営革新支援研修会に千葉常務理事出席
２月23日（火）・労組ＪＡＭ宮城統一要求
２月24日（水）・宮城県職業能力開発協会平成27年度第２回理事会に渡辺理事長出席
２月26日（金）・組合員㈱北栄工業所代表取締役社長大泉敏男氏（当組合元副理事長）黄綬褒章受章を

祝う会に渡辺理事長外出席
　　　　　　・（公財）仙台市水道サービス公社第18回理事会に内海副理事長、千葉常務理事出席
２月27日（土）・平成27年度資材利用組合員謝恩企画を実施、組合員等133名参加
　～28日（日）
２月29日（月）・（一社）宮城県建設業協会と建設産業専門団体東北地区連合会宮城県支部との意見交換

会に千葉常務理事出席

宮城県管工事業協同組合連合会に
名取市管工事業協同組合が新たに入会しました

組 合 名：名取市管工事業協同組合（佐藤康浩理事長）
加 入 日：平成27年12月25日
組合員数：13社
地　　区：名取市
主な事業：・検満メーター交換委託業務　　　　　　　　　　　・資材、材料の共同購入事業
　　　　　・水道開閉栓委託業務　　　　　　　　　　　　　　・事務執行の代行事業
　　　　　・浄水場施設修繕委託業務　　　　　　　　　　　　・教育情報の提供事業
　　　　　・水道事業所緊急修繕工事の共同受注事業　　　　　・福利厚生事業

Topics
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理事（役員）会報告

－１月度定例役員会－  

１．日　　時　　平成28年１月７日（木）16：00 ～ 17：00
２．場　　所　　勝山館　２階　楓の間
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・千葉常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（好）理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中野監事・中鉢監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
      　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の12月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ12月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、機関誌「みやかん」新春号の掲載予定記事等について報告され、一同了承し
た。次いで、組合ホームページのリニューアルについて進捗状況が報告され、一同了承した。

④平成28年新年祝賀会出席状況等報告
　吉田常務理事より、当日の首題祝賀会の出席予定人数や次第、来賓の席割等について説明され、一
同了承した。

※協議事項
①セーフティネット基金について（Ｑ＆Ａ）
　吉田常務理事より、前回の12月度役員会で提案した保証ファクタリングの仕組みと、セーフティネッ
ト基金の積立等について更に詳しい説明が加えられ、この件についてオブザーバーとして出席してい
た芳賀顧問税理士から、「採用すべき制度。早めに積立すべき。」との見解が示され、一同了承した。
　なお、他の保証制度の仕組みも調べ、次回（２月度）役員会で説明することとし、一同了承した。

②コンピュータシステムの入れ替えについて
　藤井専務理事より、現在使用している販売管理等システムとコンピュータ機器類の入れ替えについ
て見積内容が説明され、協議の結果、見積額が低かった１社と契約し、今年度決算が終了する平成28
年４月中旬以降の導入とすることで一同了承した。

－２月度定例役員会－  
１．日　　時　　平成28年２月15日（月）15：00 ～ 16：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・千葉常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（好）理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事　　計14名
      　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
      　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の１月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材及び工事の１月度の実績と前年比、及び目標額に対する達成率等について報告
され、一同了承した。

③第３・四半期決算報告
④第３・四半期監査報告
  須藤総務部次長より、第３・四半期の決算内容について説明され、次いで武田監事より、監査の結果、
適正に処理されていることを認めた旨が報告され、一同了承した。

⑤平成27年度水道凍結防止キャンペーン実施報告
　松岡上下水道委員長より、１月８日に実施された首題キャンペーンについて、組合からの従事者や
概況等が報告され、一同了承した。

⑥技能向上訓練（実技・学科講習会）及び技能検定実技試験決算報告
　小島工事部次長より、平成28年１月９日～ 10日に実施した技能向上訓練の学科講習会、同じく１
月30日に実施した実技講習会の各受講者数と収支結果、また、２月９日と10日に実施された技能検定
実技試験の受検者数や収支結果等について報告され、一同了承した。

⑦平成28年新年祝賀会決算等報告
  吉田常務理事より、首題祝賀会の出席者及び収支決算等について報告され、一同了承した。

⑧嘱託員の人事について
　藤井専務理事より、嘱託員の内、平成28年３月31日をもって雇用契約期間が満了し、４月１日から
１年間延長（更新）する４名について報告され、一同了承した。
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⑨「仙台市水道修繕受付センター業務委託」現地調査従事者の変更について
　藤井専務理事より、現在、北エリアを担当している現地調査従事者について、平成28年度から変更
することが報告され、一同了承した。

※協議事項
①全管連表彰該当候補者の推薦について
  千葉総務課長より、平成28年度の首題表彰候補者として、組合員５社から推薦された従業員７名と
組合職員１名を申請したい旨が説明され、一同了承した。
　この件について、内海副理事長より、宮管組合から受賞者へ贈呈する記念品（金一封）の金額を増
額変更してはどうかとの意見が出され、協議の結果、平成28年度受賞者から変更することとし、一同
了承した。

②セーフティネット基金について
　吉田常務理事より、これまで説明してきたＫＫＳ保証ファクタリングではカバーできない場合の債
権保全対策として、民間ノンバンク３社が取り扱う保証商品の例が説明された。
　プランの概要と見積り内容を比較した結果、保証料が高額となる１社を検討先から除外し、２社で
更に検討を進めることとしし、一同了承した。

③次期役員体制について
　渡辺理事長より、次期役員体制について諮ったところ、員外常勤理事１名より、健康上の理由から
今期限りで役員を辞退したい旨の表明があり、本人の意思を尊重することで、一同了承した。

※その他
①春季労使交渉について
  藤井専務理事より、今春の労使交渉の主なスケジュール等が説明され、一同了承した。

②全管連第56回通常総会・全国大会への参加について
　吉田常務理事より、平成28年７月13日に大阪市で開催が予定されている首題の大会について説明さ
れ、宮城県からの出席者を後日とりまとめることとした。

③平成28年度通常総会に向けた主な会議等日程について
　吉田常務理事より、５月20日に予定している総会に向けた今後のスケジュール等について説明され、
一同了承した。

○新規採用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成28年４月１日付発令・交付】

　阿　部　　　翼　資材部管理課管理係

　濱　田　真
まな

　夢
む

　工事部工事課工事係

○異動　（　）内は前職

　阿部　　守　総務部経理課経理係長（総務部経理課経理係）

　千葉　達也　資材部営業課営業係長（資材部管理課管理係）

　高嶋　幸子　資材部営業課営業係（資材部管理課管理係）

職員の人事

お問合せ先：
富士火災海上保険株式会社
富士火災営業第一課所属　ＡＦＩ仙台支店　提携代理店　田口紀幸
〒980-0811　仙台市青葉区一番町一丁目8-3　TEL022-716-8354

阿部（翼）職員 濱田職員
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 『蛇
へび

蠍
さそり

』

㈱仙塩管工事センター　代表取締役社長

宮城県管工業協同組合
資材委員　大　浦　　　明

　私事ですが、10年程前にレーシック（視力矯正手術）をして劇的に視力回復（0.09が1.5）すること

ができました。それまでの人生の半分以上で愛用していた眼鏡も必要がなくなり、本を読むのも楽勝

で、何と言っても“ラーメン食ってもメガネ曇らず”の快適生活でした。しかし、２～３年前より目

の加齢による“老眼”のために本を読むのも億劫な日々を過ごしております。

　さて突然ですが、『昭和40年男』なるタイトルの雑誌があるのをご存知でしょうか？

　数年前のある日のこと、この業界では数少ない同学年のＫ氏から『昭和40年男』というタイトルの

雑誌があって、“面白いから一度読んでみて!!”と教えられたのがこの本を知ったきっかけです。本屋

に行くたびに、それとなく探してはみたものの、なかなかお目にかかることがなく、そんな記憶も薄

れかけてきたある日、とある本屋の書棚にて偶然にも『昭和40年男』を発見し、とりあえず購入して

みました。内容はというと…、昔懐かしのテレビ・ラジオの番組特集や当時流行った音楽特集、欲し

かった憧れのラジカセ、バイク、クルマなどなど、子供の頃に熱中したモノ、欲しかったモノ、流行っ

たモノ、映画に例えるならば、“ＡＬＷＡＹＳ三丁目の夕日”の世界です。ある号では、“俺たちが影

響を受けた男達”という特集があり、その中では松田優作の記事もありましたが、そういえばむか～

し、探偵物語（松田優作主演ドラマ）のマネをしてタバコに火を点ける際にライターの炎をＭＡＸに

し、火炎放射器の様な使い方でカッコつけたつもりが、炎が大き過ぎて眉毛や前髪を焦がした記憶が

蘇ります。昭和40年生れをターゲットに編集されたかなり偏った内容ですが、同年代の方にはドスト

ライクの雑誌です。それなりに面白いので機会がありましたらぜひご一読ください。昔懐かしの20世

紀の最終コーナーへ、一寸だけタイムスリップできること請け合いです。昔を振り返ることで未来へ

のヒントが得られるかもしれませんよ!?

　タイトルの“蛇蠍”に話を戻しますが、昭和40年11月生まれの私はズバリ“昭和40年男”ですが、

巳年蠍座の“蛇蠍男”でもあります。（仮面ライダーに登場する怪人の名前ではありません。単に私

の干支と星座です）私の知る限りでは、この業界には私以外に今のところ二人の“蛇蠍男”がおりま

す。蛇も蠍もどちらも猛毒を持つ生物と思われ疎まれがちですが、“蛇蠍”の名誉のために一言、

“安心してください。毒はありませんよ!!”

　同世代の皆さん、50を過ぎて疲れやすくなっていませんか？？あまり無理せずにほどほどに頑張り

ましょう!!

投　稿

飯野坂 1丁目 1番 14 号

国税だより
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〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕

開成橋

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）計44本の橋が架けられています。

発行／国税庁

　開成橋は仙台市青葉区愛子と青葉区芋沢を結んでいます。長さ146メートル、幅員14.8メートルで、
現在の橋は平成13（2001）年に完成したものです。
　開成橋の名前は、結ばれた村（旧宮城町だった、かつての広瀬村と大沢村）が、お互いに開かれた
村づくりをして、親しくなろうということから付けられたそうです。
　仙台市青葉区の西部のこのあたりの地区は旧宮城町です。旧宮城町は、1987年に仙台市と合併して、
今年29周年になります。現在は、特に大きな地域差は感じられなくなりましたが、橋が架かる前は、
同じ旧宮城町でも、広瀬川の南側と北側では風習や文化が大きく異なっていたということで、北側の
大沢村は、そのまた北の根白石村（現、仙台市泉区）との結び付きの方が強かったそうです。
　また、開成橋のすぐ北西側には、仙台市で最も古い、大正12（1926）年設立の中原浄水場があり、
主に青葉区に給水されています。
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「時
じ

雨
う

の化
か

」
　ちょうどよいときに降る雨で草木が生長するように、君主の仁政によって人民が自然になびか
れ教化されること。師の恩についてもいう。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　清清しい（　　　　　）

２　瑞瑞しい（　　　　　）

３　神神しい（　　　　　）

４　図図しい（　　　　　）

５　禍禍しい（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。

１　避難者をソウサクする。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

２　劇をソウサクする。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

３　会社のソウソウ期。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

４　給水ソウチ工事主任技術者試験を受ける。　　　　（　　　　　）

５　牛をボクソウチに連れて行く。　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１　単　刀（　　）入　　　　　　　　　２　他　力　本（　　）

※解答は40頁です。

編集歳時記
（2016年若草号№466）

 「腰痛…されど腰痛」

　昨年は、腰痛に悩まされた１年でした。
　腰痛との付き合いは、40年以上になりますが、昨年ほど辛い年はありませんでした。数年前から麻
酔科に通院し、ブロック注射と鎮痛剤で痛みを抑えながらの日々を送ってきましたが、そんな生活も
限界に近くなってきました。
　注射も鎮痛剤もほとんど効かず、ついには救急車のお世話になり整形外科へ。しかし、検査しても
はっきりした原因がわからないままです。
　過去に何か所も整形外科を受診しましたが、何処に行っても結果は同じではっきりした原因がわか
らず良くなることはありませんでした。人づてに「何処どこで腰痛がよくなった」と聞くと、整体、鍼灸、
マッサージ、時にはチョット怪しい民間治療にも通いましたが、何処も思わしくありませんでした。
　過日、ＮＨＫスペシャルで「腰痛」の原因は「脳」にあるという衝撃的な番組を見たこともあり、
少し自分なりに調べてみました。腰痛といえば、椎間板ヘルニアなど体のどこかに異常があってなる
ものと考えていましたが、体の組織に異常がなくても精神的なストレスや強い不安から痛みが起きた
り、腰痛の原因だったケガが治った後にも、痛みが残ってしまう場合があることもわかりました。
　この間も少しでも症状が軽くなればと麻酔科には通院していましたが、もしかしたら自分の腰痛も
脳に原因があるかもしれないと思い、またまた「病院のはしご」です。はっきりした原因がわからな
いまま最後に紹介していただいた整形外科で、いろんな角度から検査をして頂き原因がやっと判明し
ました。
　心因性では無く、狭窄症と診断されましたが、腰椎とは違う部位で狭窄が起きていました。その後、
治療して頂き当初の痛みは改善しましたが、もう悪い所はないはずなのに今は違う腰痛が出てきます。
これがもしかして「心因性の腰痛」なのかと思いながら、「運動療法」のリハビリに励んでいます。
　今回の腰痛では、「みやかん」の広報委員会の皆さんをはじめ、社員、取引先の多くの方々にご迷
惑をお掛けしました。この腰痛とは生涯付き合わあわなければならないようです。あまり仲良くした
いとも思いませんが、気長に「運動療法」のリハビリを続けて、悪い方向にいかないように心がけて
いきたいと思っております。今後もこの「腰痛」ともどもお付き合いください。

広報委員
　阿部　祐光（宮春工業㈱）
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．すがすが　　２．みずみず　　３．こうごう　　４．ずうずう　　５．まがまが

二．　１．捜索　　２．創作　　３．草創　　４．装置　　５．牧草地

三．　単刀直入（たんとうちょくにゅう）
　　　　言論などでただちに本題に説き進む。例：「単刀直入な質問に答える」

　　　他力本願（たりきほんがん）
　　　　事をなすのに他に頼ってばかりいること。例：「他力本願では向上しない」

宮城県管工業協同組合　第42期　広報委員会

委 員 長　外　山　佳　嗣　（仙台ガス水道工業㈱　取 締 役 会 長）
副委員長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　阿　部　祐　光　（宮 春 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　遠　藤　義　郎　（㈱ 丸 浩 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）

専務理事　藤　井　秀　男

常務理事　吉　田　秀　之

編集・発行




